
















Ⅲ.まとめと今後の課題 

 母子,地域保健と学校保健との結びつきを展開する一つの手だてとして学校心検の所謂

藤沢方式の普遍化に研究の基礎をおき,その効果があがりつゝある事を確認した。地域と学

校との保健管理の面で一貫したトータル・システムの確立が,藤沢市に於いて徐々に定着し

つゝあり,又,この藤沢方式が神奈川方式へ拡大実施きれる可能性を検討したなかで,県域

市町村の 3分の 1までに波及し始めて来た事が判った。従って次年度は,1)「藤沢方式」の

完成と検討,2)「神奈川方式」への波及,を目ざして努力したい。尚,コンピューターの導入

による情報処理は効率的な研究の推進には極めて有用であったが,本研究の普遍化の点か

ら,コンピュー夕ーによる情報処理の出来得ない地域に対する限界も考慮しておく必要が

あると考えられた。 

 年齢の,ある一時点でとらえた本研究が,将来,乳幼児から学童への健診(障害児早期発

見)と,その結果による療育に関する一貫したトータル・システムの端緒となる事を望み,

次年度へ向けて研究を進めたい。 


